
競技成績が良好だったことから

月経トラブルや貧血の問題を後回しに
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月経周期移動のため
中用量ピルを服用
コンディション不良

腰痛症のトラブルは減少
⚫ 年間を通し腰痛なし
⚫ 体幹安定性が充実
⚫ 代償動作なし

オリンピック直前に
自己記録（日本記録）を更新！
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2005年-2011年原因不明の腰痛症

Disc膨隆とFacet 肥厚により
root impingement出現

2004年12月29日
練習中に投擲器具の破損による事故
2005年1月から毎月急性腰痛症を発症
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選考会3週間前に2度の急性腰痛症
試合にギリギリ間に合って優勝！

歩行ができないほどの疼痛
「なぜ原因がわからないのだろう？」
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しかし…
オリンピック出場のための
基準記録は突破できず

2008年北京オリンピック選考会

www.olympic.org/beijing-2008

http://en.wikipedia.org/wiki/File:2008_Summer_Olympics_logo.svg


子宮内膜とよく似た組織が子宮以外の場所で

月経周期と同期して増殖と剥離を繰り返す

✓ 強い月経痛、過多月経
✓ 月経時以外の下腹痛、排便痛、性交痛
✓ 子宮内膜症患者の半分は「不妊」に悩む

卵巣チョコレート嚢胞

腹膜病変
（ブルーベリー斑）

癒着病変

国立スポーツ科学センター
成長期女性アスリート指導者のためのハンドブックより

婦人科疾患
子宮内膜症（2009年3月）



左

2011年5月腰の痛みの原因特定へ

主な原因
左足を軸に回転運動を反復
左腰椎の関節への負担が集中した

腰椎4/5に軽度の椎間板膨隆

左側腰椎椎間関節の変性が認められた

椎間関節ブロックにより腰痛症の主因が

腰椎関節片側関節炎であることが判明（脊柱管狭窄症）



2011年7月 肩の痛み確定診断へ

● 四辺形間隙症候群
● 胸郭出口症候群
● 肘部管症候群

症状：握力低下、円盤が手から滑り落ちる
肩伸展位で指先の感覚が消失
痺れ、痛み、日常生活にも影響

５ヶ月間のリハビリも改善に難航した

［右利き］
神経の絞扼により

右肩の筋が
痩せてしまうブロック注射後

肩・腰の改善が見込めず
2012年 競技引退を決意
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競技引退後に明らかになった健康問題

「室伏由２位締め 一番の思い出はアテネ五輪」

陸上全日本実業団対抗選手権最終日
（9月23日 福岡市・博多の森陸上競技場）
スポニチ2012年9月24日

● 重篤な貧血症状は
器質性月経困難症が要因で過多月経であることが判明した
・ 婦人科のトラブルを解決すると貧血は改善する

● 重篤な貧血症状だったが
引退後の骨密度測定では基準値を上回る良好な結果だった
・ 三主徴トラブルではなかった
・ 貧血症状は月経困難症を疑うことも必要


